
市 議 会 だ よ り （6）第２３２号 2018年（平成30年）５月12日

　２月定例会では、16 人の議員が一般質問を行いました。

　質問の持ち時間は答弁を含めて１人 60 分です。

　ここでは紙面の都合上、１人１項目を選び質問・答弁を

要約し、分野ごとにまとめて掲載しました。

か
つ
て
曽
谷
城
が
あ
っ
た
曽
谷
３
丁
目
緑
地

長
友
正
徳
議
員
（
無
所
属
の
会
）

　

農
業
を
続
け
な
が
ら
同
時
に

太
陽
光
発
電
を
行
う
「
ソ
ー
ラ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
を
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、
農
業
従
事
者
の
所

か
い
づ
勉
議
員
（
自
由
民
主
党
）

　

近
年
、
豪
雨
等
で
全
国
的
に

崖
崩
れ
が
多
発
し
て
い
る
。
本

市
に
も
多
く
の
崖
地
が
あ
る
が
、

こ
の
う
ち
第
三
中
学
校
南
側
の

得
が
大
幅
に
増
加
し
、
後
継
者

不
足
等
の
課
題
解
決
に
効
果
が

あ
る
と
考
え
る
。
ソ
ー
ラ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
関
す
る
本
市

の
取
り
組
み
状
況
を
問
う
。

答　
農
地
に
太
陽
光
発
電
設
備

崖
地
に
つ
い
て
は
、
一
部
住
民

か
ら
整
備
要
望
が
あ
り
、
安
全

の
た
め
早
期
に
進
め
て
ほ
し
い
。

市
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答　
当
該
崖
地
は
傾
斜
角
約
60

度
、
高
さ
７
～
13
ｍ
、
長
さ
約

農
家
の
所
得
増
等
に
効
果 

本
市
の
状
況
は

安
全
の
た
め
早
期
整
備
を 

市
の
対
応
は

実
績
な
い
が
今
後
情
報
提
供
を
行
い
た
い

説
明
会
で
７
割
同
意 

今
後
も
説
明

ソーラーシェアリング

第三中学校南側崖地

を
設
置
す
る
場
合
、
設
置
時
に

お
け
る
農
地
の
一
時
転
用
の
許

可
や
３
年
ご
と
の
更
新
申
請
等
、

そ
の
許
可
条
件
が
国
に
お
い
て

厳
格
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
現

在
本
市
で
は
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
の
実
績
は
な
い
。
今
後

は
、
関
係
団
体
と
協
力
し
、
農

地
所
有
者
へ
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
の
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

60
ｍ
で
、
崖
崩
れ
に
よ
る
被
害

が
想
定
さ
れ
る
住
宅
は
約
20
戸

で
あ
る
。
市
は
要
望
を
受
け
、

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
の
手

続
や
費
用
負
担
等
に
つ
き
土
地

所
有
者
等
に
説
明
会
を
実
施
し

て
お
り
、
概
ね
７
割
の
同
意
を

得
て
い
る
。
残
り
約
３
割
に
つ

い
て
も
個
別
に
説
明
を
行
っ
て

い
く
他
、
危
機
管
理
部
門
と
も

一
緒
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

大
久
保
た
か
し
議
員
（
市
川
未
来
50
年
の
会
）

　

平
成
30
年
５
月
に
市
内
５
カ

所
で
音
楽
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
、

ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、
中
学
校

の
吹
奏
楽
部
の
出
演
も
決
ま
っ

清
水
み
な
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

市
北
西
部
は
高
齢
者
等
の
交

通
弱
者
に
と
っ
て
住
み
に
く
い

地
域
と
な
っ
て
い
る
。
住
民
等

で
作
る
「
コ
ミ
バ
ス
を
走
ら
せ

て
い
る
。
船
橋
市
は
路
上
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
登
録
制
度
が
あ
り
、

商
店
会
の
活
性
化
と
地
域
に
根

ざ
し
た
音
楽
家
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
本
市
で
音
楽
を
テ
ー

マ
に
集
客
す
る
考
え
を
問
う
。

る
会
」
で
は
コ
ミ
バ
ス
運
行
の

検
討
を
続
け
て
い
る
が
、
１
日

も
早
い
実
証
運
行
が
望
ま
れ
る
。

こ
れ
に
必
要
な
も
の
は
何
か
。

答　
コ
ミ
バ
ス
の
実
証
実
験
に

は
、
安
全
に
走
行
で
き
る
ル
ー

音
楽
を
テ
ー
マ
に
集
客
で
き
な
い
か

北
西
部
地
域
で
の
実
証
実
験 

何
が
必
要
か

他
自
治
体
の
例
を
参
考
に
考
察
す
る

ル
ー
ト
等
の
確
定
と
採
算
率
検
証
が
必
要

音楽イベント

コミュニティバス

答　
本
市
は
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル

の
音
楽
活
動
が
盛
ん
で
、
こ
れ

ま
で
も
ア
イ
・
リ
ン
ク
タ
ウ
ン

展
望
施
設
や
動
植
物
園
等
を
会

場
と
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
等
に
よ

る
集
客
も
行
っ
て
き
た
。
音
楽

を
活
用
し
た
新
た
な
賑
わ
い
の

創
出
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
い
て
は
、
他
自
治
体
の
事
例

や
支
援
、
効
果
も
含
め
、
各
方

面
と
相
談
し
考
察
し
て
い
く
。

ト
や
バ
ス
停
位
置
の
確
定
と
、

採
算
率
の
検
証
が
必
要
と
な
る
。

現
在
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
と

利
用
者
把
握
調
査
の
準
備
を
進

め
て
い
る
。
今
後
、
市
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
等
で
地
域
の
意
見
を

聴
き
、
財
政
面
も
考
慮
し
つ
つ
、

実
証
実
験
の
実
施
を
判
断
し
た

い
。
運
行
計
画
の
作
成
作
業
が

円
滑
に
進
む
よ
う
、
市
も
協
力

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

経 済公 園 ・ 緑 地
石
原
よ
し
の
り
議
員
（
市
民
の
力
）

　

平
成
29
年
12
月
定
例
会
に
お

い
て
、
30
年
度
に
国
府
台
公
園

再
整
備
基
本
設
計
を
行
う
た
め

の
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
、
そ

髙
坂　
進
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

大
和
田
２
丁
目
に
お
い
て
、

37
区
画
の
戸
建
住
宅
建
設
を
目

的
と
し
た
宅
地
造
成
が
計
画
さ

れ
て
い
る
が
、
当
該
地
に
至
る

れ
に
基
づ
き
再
整
備
事
業
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

本
基
本
設
計
に
、
多
様
な
ニ
ー

ズ
を
持
つ
市
民
の
声
を
ど
の
よ

う
に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

答　
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
多

道
路
が
1
つ
し
か
な
い
た
め
、

近
隣
住
民
は
大
き
な
不
安
を
抱

い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
通
り
抜

け
が
で
き
る
道
路
を
新
た
に
設

置
し
て
ほ
し
い
旨
の
陳
情
が
市

に
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に

市
民
の
声
を
計
画
に
ど
う
反
映
さ
せ
る

通
り
抜
け
道
路
新
設
の
陳
情 

市
の
対
応
は

調
査
分
析
を
経
て
可
能
な
範
囲
で
行
う

事
業
者
に
繰
り
返
し
要
望
し
て
い
る

国府台公園再整備計画

大和田２丁目の宅地開発

く
の
意
見
の
調
査
分
析
に
は
、

部
内
で
の
検
討
、
関
係
部
署
と

の
協
議
、
ス
ポ
ー
ツ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
の
意
見
交
換
等
を
行
う

た
め
一
定
の
期
間
が
必
要
で
あ

る
が
、
基
本
設
計
の
完
成
を
30

年
12
月
末
に
設
定
す
る
こ
と
で

十
分
な
調
査
分
析
が
で
き
る
。

市
民
の
意
見
は
し
っ
か
り
協
議

を
し
た
上
で
、
可
能
な
範
囲
で

基
本
設
計
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

対
す
る
市
の
対
応
を
問
う
。

答　
本
件
の
開
発
規
模
に
照
ら

す
と
、
市
と
し
て
も
通
り
抜
け

が
で
き
る
道
路
の
設
置
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、

事
業
者
と
市
で
構
成
す
る
宅
地

開
発
調
整
会
議
の
場
に
お
い
て
、

平
成
29
年
11
月
及
び
本
件
陳
情

後
に
、
市
は
、
当
該
事
業
者
に

対
し
繰
り
返
し
そ
の
旨
を
要
望

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

湯
浅
止
子
議
員
（
無
所
属
の
会
）

　

曽
谷
城
は
、
市
内
に
あ
っ
た

中
世
以
前
の
城
の
１
つ
で
あ
る
。

現
在
こ
の
跡
地
は
公
園
と
な
っ

て
い
る
が
ベ
ン
チ
が
１
つ
あ
る

西
村　
敦
議
員
（
公
明
党
）

　

江
戸
川
放
水
路
を
ま
た
い
で

高
谷
と
妙
典
の
両
地
区
を
結

ぶ
（
仮
称
）
妙
典
橋
は
、
県
が

整
備
を
進
め
て
い
る
が
、
工
事

だ
け
で
あ
る
。
庶
民
の
間
に
ひ
っ

そ
り
と
息
づ
い
て
い
る
歴
史

を
育
ん
で
い
く
の
が
文
教
都
市

い
ち
か
わ
の
真
髄
と
考
え
る
が
、

公
園
整
備
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

答　
曽
谷
城
跡
地
を
含
む
曽
谷

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、

自
転
車
及
び
歩
行
者
の
先
行
利

用
の
取
り
組
み
及
び
供
用
開
始

後
の
交
通
安
全
対
策
を
問
う
。

答　
県
は
現
在
、
高
欄
や
照
明

等
の
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
平

市
川
の
歴
史
が
息
づ
く
場
所 

整
備
状
況
は

高
谷
・
妙
典
を
結
ぶ
橋 

工
事
の
進
捗
は

緑
地
内
広
場
の
日
当
た
り
確
保
等
図
る

平
成
30
年
度
末
ま
で
に
全
線
供
用
さ
れ
る

曽谷城跡地の公園整備

（仮称）妙典橋

３
丁
目
緑
地
に
は
、
斜
面
緑
地

の
中
段
に
広
場
が
あ
る
。
桜
が

植
栽
さ
れ
、
好
天
時
に
は
眺
望

も
よ
く
市
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
貴
重
で
あ
り
、
今
後
、
広
場

の
奥
に
密
生
す
る
真
竹
を
間
引

き
し
て
日
当
た
り
を
確
保
す
る

他
、
ベ
ン
チ
の
増
設
も
図
っ
て

い
く
。
ま
た
、
曽
谷
城
跡
地
を

示
す
標
柱
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

関
係
部
署
と
協
議
し
て
い
く
。

成
30
年
度
末
ま
で
の
全
線
供
用

に
向
け
て
整
備
を
進
め
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
自
転
車
等
の
先

行
利
用
に
つ
い
て
は
、
県
か
ら

は
、
関
係
機
関
と
調
整
を
図

り
努
力
し
て
い
く
と
聞
い
て
お

り
、
本
市
も
協
力
し
て
い
き
た

い
。
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

は
、
交
通
規
制
や
速
度
抑
制
等

に
つ
い
て
県
と
共
に
警
察
と
協

議
を
行
い
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

防 災道 路 交 通


